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鑑賞券◆大人1,200円（前売券1,000円）
　　　　高校生以下　入場無料（整理券はありませんの

で、直接会場へ来てください。）
※�前売券は、生涯学習課（加藤会館２階）・各公民館・図書
館・ふるさと館で11月15日（水）まで販売しています。

　海田町と安芸区が主催し、安芸区の東端から海田町へ向かう
西国街道沿いを、ボランティアガイドの案内で散策します。
回 日　時 区　間 内　容 主な史跡など

1 11月19日（日）
9時～

JR八本松駅北口前～
JR瀬野駅（約10㎞、峠
越え）

大山峠から詩句のまち「瀬野」を歩こう
～万葉歌人から松陰・山頭火までが…
詠わずにはいられない2里の旅～

大山峠、瀬野馬子唄、万葉歌碑、
吉田松陰詩詠の地、山頭火句碑、
落合一里塚跡など

2 12月10日（日）
12時30分～

JR瀬野駅北口前～
JR安芸中野駅（約10㎞、
峠越え）

瀬野川に沿ったまち「中野」を歩こう
～樹・社寺・山城・石碑を巡る１里の旅～

大イチョウ、祇園神社、タラヨウ、
愛宕神社、津村荒神社、原爆追悼
碑など

3 翌年2月18日（日）
12時30分～

JR安芸中野駅前～
JR海田市駅（約４㎞）

出迎えの中野から宿場町「海田」を歩こう
～江戸時代の旧家が残る夢街道１里の旅～

三戸家、出迎えの松、熊野神社、
脇本陣跡、千葉家、三宅家など

4 翌年3月11日（日）
12時30分～

JR海田市駅北口前～
JR天神川駅（約４㎞）

誰故草の里“大江谷”遥かに見上げ「船越峠」
を歩こう
～街道の変遷たどる１里の旅～

花都川、新宮古墳、常夜灯、船越峠、
矢賀一里塚跡など

定　員◆各回40人（先着順）
対　象◆区間を歩ける人
参加費◆100円
持参物◆飲み物、タオル、雨具、帽子、運動靴、リュックなど（11月19日は弁当持参）
申し込み◆�第１、２回は11月１日（水）から、第３、４回は来年２月１日（木）からはがき、FAX、Eメール、ま

たは直接安芸区地域起こし推進課（〒736-8501　広島市安芸区船越南3丁目4番36号　ak-chiiki@
city.hiroshima.lg.jp）へ※申し込む際は、希望日、住所、名前、年齢、電話番号などの連絡先を記
入してください。

西国街道を歩こう
魅力づくり推進課
　☎823−9234　蕭823−9203
安芸区役所地域起こし推進課
　☎821−4904　蕭822−8069

ＮＨＫ交響楽団メンバー・団友による、確かな音楽性と技巧で、真摯な演奏を聞かせてくれる、エクシモン弦楽四重奏団。
演奏者との距離も近く、曲解説もあるので、クラシックコンサートになじみがなくても、より深く演奏を味わえます。
28年目を迎える「エクシモン弦楽四重奏団演奏会」で芸術の秋を、ぜひ体感してください！

Classic Concert in Kaita 2017
エクシモン弦楽四重奏団演奏会

生涯学習課
☎823−9217
蕭823−9256

日　時◆11月16日（木）19時開演（18時30分開場）
場　所◆海田公民館　大ホール
プログラム◆・モーツァルト弦楽四重奏曲　kv.158
　　　　　　・レスピーギ弦楽四重奏曲『DORICO』
　　　　　　・スメタナ弦楽四重奏曲『わが生涯より』
演奏者◆エクシモン弦楽四重奏団
　　　　前澤 均（第１ヴァイオリン／NHK交響楽団団友）
　　　　梅澤 美保子（第２ヴァイオリン／NHK交響楽団団友）
　　　　小野 富

ひさ し
士（ヴィオラ／NHK交響楽団団員）

　　　　桑田 歩（チェロ／NHK交響楽団団員）
トーク◆吉江 澄夫
　ドリア旋法による弦楽四重奏曲※の生演奏を聴ける貴重な機会です♪
※長短両調が出来る前の古いカトリック聖歌で使われていた音階を用い
て作られた四重奏曲。
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町内の教育機関でヒマワリ
栽培のお手伝い

各公共施設でヒマワリ栽培
（写真はひまわりプラザ）
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事
件
の
前
年
に
通
っ
て
い
た
幼
稚
園
で
ヒ
マ
ワ
リ
の
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咲
く
の
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を
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翌
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れ
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種
を
譲
り
受
け
て
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し
、
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は
「
海
田
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ワ
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さ
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継
い
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か
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、
毎
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ち
ゃ
ん
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日
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22
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い
り
ち
ゃ
ん
の
ひ
ま
わ
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」
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せ
て
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。
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わ
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を
め
ざ
し
て
町
花
ヒ
マ
ワ
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普
及
活
動
を
行
っ
た
り
、
町
内

の
小
・
中
学
校
で
ヒ
マ
ワ
リ
栽

培
の
お
手
伝
い
な
ど
を
し
て
い

ま
す
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あ
い
り
ち
ゃ
ん
の
ひ

ま
わ
り
」
や
阪
神
淡
路
大
震
災

で
亡
く
な
っ
た
「
は
る
か
の
ひ

ま
わ
り
」
を
、
町
内
の
小
・

中
学
生
の
多
く
が
「
知
っ
て

い
る
」
と
言
っ
て
く
れ
る
の

で
、
活
動
の
広
が
り
を
実
感
で

き
と
て
も
嬉
し
い
で
す
ね
。
あ

い
り
ち
ゃ
ん
の
ひ
ま
わ
り
を
栽

培
す
る
こ
と
で
、
事
件
を
風
化

さ
せ
な
い
、
命
の
尊
さ
を
伝
え

た
い
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

見
た
ら
元
気
を
も
ら
え
る
、
大

き
く
黄
色
い
花
を
咲
か
せ
る
よ

う
に
、
子
ど
も
た
ち
に
元
気
に

育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
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話

今年もヒマワリ畑と海田総合公園、ひまわ
りプラザに種をまいています。皆さんもヒ
マワリを見に行ってみてください。そして、
家族など周りの人と一緒に命の尊さについ
て改めて考えてみませんか。

▲ヒマワリ畑

「ひまわりの会」では、
あいりちゃんの命日
に合わせて咲かせた
ヒマワリの事件現場
への献花を続けてい
ました。

海田総合公園▶

▲ひまわりプラザ

　
あ
い
り
ち
ゃ
ん
が
育
て
た
ヒ

マ
ワ
リ
は
矢
野
西
小
学
校
か
ら

広
島
市
内
の
小
学
校
に
受
け
継

が
れ
、
子
ど
も
の
幸
せ
を
願
っ

て
咲
い
て
い
ま
す
。

　
安
芸
区
は
地
域
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
を
見
守

り
続
け
ま
す
。

「海田のヒマワリ屋さん」で一緒にヒマワリの栽培を
したい人、活動に興味がある人は魅力づくり推進課

（823-9234）へ連絡してください。


